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アミノ酸添加低讃白質飼料給与が肥育豚の背脂肪厚と

窒素排灘量に及ぼす影響

設楽修*・岩本英治*

要約

1998年版日本絹養標準に準じたアミノ酸添加低蛋白質飼料の肥育豚 (30~1l0kg)への給与が，背脂肪

と議素排推量に及ぼす影響を検討するために，粗蛋白質含量を標準錦料の16%から 3%低下させ，こ

の錦料lこ不足するリジン， トレオニン及びメチオニンを添加した飼料と，この飼料から可消化義分総量

を3%低下させた飼料を調整した.この飼料を用いて，発育と枝肉成綴を調査するための24頭の豚を用

いた肥育試験と，窒素排池:景を調査するための54頭の去勢勝を用いた10自陪の窒素出納試験を行った.

1 1日平均増体量は，区間に差がなかった.

2 背脂肪の増加最は，区間に謹がなかった.

3 血中の尿素窒素は，低蛋白質飼料の給与により有意 (pく0.05)に低下した.

4 と体における背脂肪原は，区間に差がなかった.

5 輩棄の排池率は，銅料中の粗蛋由貿含量を下げることにより低下し，標準錦料に対する窒素排撒低

減率は1O~14%であった.

6 1998年版日本飼養標準に基づくアミノ酸添加低蛋白質錦料を斑育線に給与すると、発育や背脂肪厚

に影響を与えずに，窒素排i旺景を低減することができる.

Effects of Reduced Crude Protein， Amino Acid“Supplemented Diets on Backfat 

Thickness and Reduction in Nitrogen Excretion of Growing-Finishing Pigs 

Osamu SHIDARA and Eiji Iw AMOTO 

Summary 

Twenty-four pigs were fed巴ither76% total digestible nutrients (TDN) and 16% crude protein (CP) diet， 76% 

TDN and 13% CP diet supplemented with amino acid (Japanese Feeding Standard，1998) or 73% TDN and 13% 

CP di巴tsupplemented with amino acid for growing (30 to 70kg) periods， and fed either 76% TDN and 14% CP 

diet， 76% TDN and 11 % CP diet supplemented with amino acid or 73% TDN and 11 % CP diet supplement巴d

with amino acid for finishing (70 to 110kg) periods. In nitrog巴nbalance trials， 54 hogs were fed the same diets in 

metabolic cages for 10 days. 

(1) Daily gain was not affected by dietary treatment. 

(2) Backfat thickness was not affected by dietary treatment. 

(3) Urea nitrogen in serum was significantly (P<0.05) decreas巴din reducing CP diets. 

(4) Carcass lean yield was not affected by dietary treatment. 

(5) Nitrog巴nexcretion decr巴asedin reducing CP diets. 

(6) The data indicates that 76% TDN如 d13% CP diet supplemented with amino acid (Japanese Feeding 

Standard，1998) can produce performanceand backfat thickness equal to that obtained by Growing-Finishing 

pigs fed a 76% TDN and 16% CP diet，and can reduce nitrogen excretion. 
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著者らは肥育豚の生産性を低下させずに，ふん尿中へ

の盛素排控量を低減させる自的で，低蛋白質飼料へのリ
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表2 日本飼養標準における必須アミノ酸の理想バランス(子豚・肥育豚)の比較

J)γン Eイシン トレ才ニン メチオニン÷シスチン 7ェニjレ77ニン+チBシン リン イソ口イシン rlvキ。ニン ヒスチγン トリ7'ト77ン

1998年版 100 100 65 61 

1993年版 100 100 60 50 

ジン及びトレオニンの添加やアミノ離添加低蛋自質錦料

の期加給与を行い，窒素排j世景の低減に対する有効性を

報告 10，11)してきたが，アミノ酸を添加した低蛋自質飼料

を給与した肥育豚の枝肉が厚脂傾向になるとの報

告 5，6，7，13)もあり更なる検討が必要となってきた.

今回日本飼養標準9)が改訂され，必須アミノ酸の理想

パターンがARC1)のアイデイアル・プロテインから変

更されて，リジンに対するトレオニン及びメチオニンの

比率が増加したことにより，蛋自紫要求量がより適正な

ものとなり，窒素排t世量の低減と厚脂の訪止に効果が期

待されている.そこで， 1998年版日本館養標準に基づい

た低蛋白質飼料及び問錦料中のエネルギー水準を低下さ

せた飼料給与が背脂肪厚と窒素排准景の低減に及ぼす影

響について検討を行った.

1 発育試験

(1) 供試豚

材料及び方法

当センターで生産した三元雑種(ランドレース種×大

ヨークシャ一種×テeユロック穂)の去勢豚12頭，雌豚12

頭の計24頭を用いた.1誌分には去勢豚4頭，雌紙4頭

の計8頭を配議した.供試豚の試験開始日齢は平均76.8

日，王子均体重は30.5kgであった.

(2) 試験期間

1998年 9 月 2 日 ~1998年12 F.1 17日までの1078 関で

あった.

(3) 試験区分

表 lに試験毘分を，表2に1993年版8)と1998年版9)日

本飼養標準に示された館料中の必須アミノ酸における理

想パターンの比較を示した.試験飼料は 1998年版に準じ

て，肥育能・後期の可消化養分総量(以下TDNと呼ぶ)

と粗蜜白質(以下CPと呼ぶ)要求量を計算上充足し，す

べての必須アミノ酸が要求量をよ関る標準銅料を l区と

した.

2区では肥育前・後期ともにCP含量を l区よりも 3%

低下させ，計算上不足するリジン，トレオニン及びメチオ

ニンを，要求量を充足するように飼料添加した.3区では

厚脂対策を図るために， 2区からTDNを3%低下させ

た飼料を調整した.試験飼料の自己合割合は表3に示した.

95 

96 

68 60 33 32 19 

70 55 33 15 

表 1 試験区分

供試
肥育前期 肥育後期

アミノ酸
区分 (30-70kg) (70-110kg) 

頭数
TDN / CP TDN / CP 

の添加

l区 8 76/16 76/14 生涯

2堅 8 76/13 76/11 有

3区 8 73/13 73/11 有

表3 試験飼料の配合割合 (%) 

IR 分
肥育前期 肥育後期

l区 2区 3区 11R 2笹 3区
トウモロコシ 75.0 78.9 66.4 76.3 81.7 68.9 

大豆粕 10.5 5.8 4.8 12.0 2.0 2.7 

77.'1 4.20 7.7 22.7 6.6 10.0 24.8 

魚粉 8.0 5.3 3.8 2.8 4.0 1.3 

炭酸カルシウム 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 

リンカjレ 0.95 0.95 0.95 0.95 0.95 0.95 

食塩 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 

7'レミックλ 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 

境酸V)γン O 0.15 0.18 O 0.11 0.14 

L-トレオニン O 0.02 0.04 O O O 

メチオニン O 0.02 0.04 O O O 
“自由回目白骨骨冊目冊目甲骨鴨神時田神骨骨『四四四四四国冊目同軸帥#世由自由世曲目園田園田四冊目帯四回由自由四四世田圃

TDN 76.02 76.19 73.24 75.93 76.16 73.19 

CP 16.01 13.20 13.24 13.99 11.17 11.19 
J)γン 0.82 0.75 0.75 0.66 0.55 0.55 

トレオニン 0.59 0.49 0.49 0.50 0.36 0.36 

メチオニン÷シスチン 0.52 0.46 0.46 0.45 0.34 0.34 

住)魚、粉:CP60%、リンカjレ:第2リン酸カルシウム、 TDN:可

消化養分総量、 CP:粗蛋白質

なお，添加したアミノ酸の肥育前・後期の要求率はそれ

ぞれ，リジンが0.75%'0.55%， トレオニンが0.49%・

0.36%，メチオニン+シスチンが0.46%'0.34%である.

月程育期の底分は，体護 30kg~ 70kgを肥育前期， 70kg 

~ 110kgまでを肥背後期とし，110kgに到達した豚から試

験を終了し， }I臨次と体検査を行った.

(4) 飼養管理

1.6X4.2mの豚躍を用いて，肥育前期は去勢豚4頭，雌

豚4頭の 8頭群餌で，肥育後期は去勢勝2頭，雌豚2頭

の4頭群飼で不断給餌，自由飲水により飼養した.
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開始体重
症分

成績

l日平均増体最 (g) 錦料要求率

(kg) 

表4 発

終了体重開始自齢 終了日齢 i

(kg) 肥育前期 肥育後期 全期間 n~育前期間育後期全鰐間

1区部.5:七1.8113.0:!: 2.6 76.8土0.7172.6土 5.5841.1土 78.4 893.3土67.2 856.6土26.8 2.67 3.72 3.19 

2区 30.6土1.9 112.3土2.4 76.8土0.7176.4土 9.0810.2土124.6 831.0土93.6 823.7土60.7 2.68 3.71 3.21 

3IK 30.5土1.5110.1:!: 1.8 76.8土0.7176.6土12.1 771.2土115.1 862.7土136.3810.4土 56.3 2.72 4.17 3.38 

王子均二七標準偏差

(5) 調査項B

供試豚の体重は毎週測定し，背脂肪厚は超音波式豚背

脂肪測定器(リーンミート;RENCO社製) により体長1/2

部位正中線上で毎週測定した.飼料摂取量は前期，後期

の摂取量を集計した.

血中の尿素窒素(以下UNと呼ぶ)は，血液自動分析

機(寝士ドライケム5500:富士 7イ仏製)により試験罷始時，

体議70kg時及び試験終了時に測定した.

と体成績は，湯はぎ法によりと殺解体処理した後，豚

産肉能力検定実務書12)の方法にもとづいて校肉の背脂

肪摩(カタ・セ・コシ)及び搭付を調査した.

2 窒素出納試験

(1) 供試豚

当センターで生産した去勢豚54頭を用いた.肥育期を

前・中・後期に区分し，各期に 9頭を供試し， 2反復で

実施した.供試勝の平均体重は前期が43.8kg，中期が

71. 4kg，後期が93.2kgであった.

(2) 試験期間

肥育前期試験は，平成10年10月19日と11月98から開

始、肥育中期試験は，平成10年12月8日と平成11年l月

118から開始，肥育後期試験は，平成10年11月24日と

成11年2月158から開始した.

(3) 試験方法

9頭の供試践を0.6X1.2mの代謝試験用ケージに収容

し，発育試験で用いた3麓鎮の試験錦料をそれぞ、れ3頭、

に摂取させた.肥育前期及び肥育中期試験は前期飼料を，

後期試験は後期飼料を用いた.錦料給与量はケージ収容

時体重の 3%とし，毎日 9時と16時に等量ずつ十分量の

水とともに摂取させた.

試験は6日間の腕致及び予備期間の後， 48筒全糞全

尿採取法により実施した.なお，尿間収パットには櫨硫

酸lOmlを加え，議棄の蒸散を防止した.

(4) 窒素の分析

試験飼料は原物を粉砕したものを分析した.採取した

全糞は65
0

Cの通風乾燥機で乾燥後全量粉砕し分析した.

毎日採取した全尿は十分撹持した後100mlをサンプリン

グし， 4日間の重量比率により合成にして分析した.窒衰

の測定は，試料を硫酸分解した後1035型ケjレテックホー

ト (TECATOR社製)を用いて行った.

3 統計処理

Mann-Whitn巴y検定により有意差の検定を行った.結果

は5%レベルで有意とみなした.

1 発育試験

(1) 発育成績

結果

発育成績を表4に示した.試験終了5齢， 1日平均増

体景及び飼料要求率ともに l底がやや良い傾向が認めら

れた.

(2) 背脂肪の増加量

供試豚の背脂肪の増加量を表5に示した.増加量は肥

育前期では l底が多く 2区が少ない傾向が認められた.

肥育後期では l底に対して3医が有意に増加したが，全

期間では区荷に有意華は認められなかった.

表 5 背脂肪の増加量 (mm) 

区分 肥育前期 肥育後期 全期間

1区 7.6土2.1 7.9土2.0a 15.5 :!: 2.6 

2区 6.0土1.8 9.7土1.4 15.7土1.0

3区 6.5土2.2 . 10.1土1.4b 16.6土2.3

注)a-b:異符号間に有意差 (p<0.05) 

平均土標準偏差

成績

吋 (mm) 、
霞分 格付J)

カタ セ コシ 平均

l 区 42.6 22.6 28.6a 31.2 2.3 

2 区 43.1 22.9 29.7 31.9 2.1 

3 区 42.3 23.0 32.8b 32.7 2.0 

注)aゐ:異符号間に有意差 (p<0.05) 

1) :上を 3，中を 2，並を 1として計算した。
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(3) と体成績

枝肉の背脂肪軍と格付を表6に示した.カタ，七及び

平均では区間に有意差が認められなかったが，コシでは

11Rに対して3震が有意に!事い結果が得られ，格付は， 1 

区が最も良く，次いで2芭， 3区と評価が低下する傾向を

し， 3区の格落ち理由はコシの原脂であったが，庶間に

有意差は認められなかった.

(4) UN  

試験開始時，体重70kg持及び試験終了時のUNを表7

に示した.試験開始時は芭爵に蓋がなかったが， 70kg持

及び試験終了時では2区及び3区が1産に対して有意に

減少した.

(5) 飼料費

今思試験に用いた飼料の 1kg当たりの単価は，前期飼

料が1区で68.6円， 2区で67.2円， 31Rで60.3円，後期

錦料がl区で64.2円， 2区で64.9円， 3区で56.9円とな

り，肥育蔀・後期ともに l区と 2区はほぼ同じで， 3区

が 1 亙よりも 7~8 円安くなった.供試豚 l 頭当たりの

鰐料費を表8に示したが，全期間の銅料費は 1区と 2誌

がほぼ閉じで， 3区が約1500円安い結果が得られた.

2 窒棄の出納量

4日間の代謝体重当たりの窒素出納震を表9に示した.

摂取景は2区及び3区が肥育前・中・後期ともに 1区に

対して有意に減少した.摂取量と排推量の蓋から求めた

蓄積景は肥育後期のみ l区に対して2区及び3区が有意

に増加した.排披最は成中及び合計において肥育前・中・

後期ともに2区及び3区がl区に対して有意に減少した

が，ふん中への排法量には差がなかった.また，排推率

も前・中・後期ともに2区及び3芭が1区に対して有意

に減少した.

表7 血中尿素意棄の変化

度分 間始時 70kg時

1区 8.6土 3.1 16.0土 2.2a

2区 8.6土 2.5 10.0土 2.6b

3区 8.9:!:: 1.3 10.7土 3.7b

ルb:奥符号簡に有意差 (p<0.05)， 

平均土標準偏差

(mg/ de) 

終了時

15.1土1.5a

8.7土1.7b

8.8土 2.6b

8 供試豚1頭当たり飼料費

毘分

1区

2区

3区

肥育前期 肥背後期 全期間

7546 

7149 

7085 

9815 

10088 

8684 

17361 

17237 

15769 

表9 護素出納景 (g/WO.75kg/4 days) 

区分摂取量答積蚤 排他愛
排i低率

ふん中尿中 合計 (%) 

前 l医 7.96a 2.09 1.06 4.81a 5.8a 73.8a 

2区 6.54b 2.40 1.01 3.13b 4.1b 63.4b 14.1 

期3区 6.54b 2.42 1.07 3.05b 4.1b 63.0b 14.6 
明叩冊目骨骨田四時冊目甲田明帽唱団悼相同--枠組曲曲四品世岨園時四自由自由時世世山由由自由四四四四四四国ー四四四四

中1区 9.03a 1.42 1.14 6.46a 7.6a 84.2a 

2区 7.44ぉ1.85 1.01 4.58b 5.5b 75.2b 10.8 

期3区 6.95b 1.71 1.12 4.12む 5.2b 75.3b 10.6 

後1区 8.50a 1.18a 1.09 6.23a 7.3a 86.1a 

2区 6.55b 1.71b 0.93 3.91b 4.8b 73.9b 14.2 

期3区 6.41b 1.47b 1.11 3.83b. 4.9b 76.8b 10.8 

1)1区に対する低減率， a-b:異符号慌に有意差 (p<0.05) 

l区に対する窺素排世低減率は，肥育前期で2区及び

3置ともに14%程度，肥育中期で2区及び3区ともに

10%程度と掲程度であったが， oe:背後期では 2区が
14.2%，3区が10.8%で2区の低減率が大きかった.

考察

供試勝の 1日平均増体景と銅料要求率は，有意な差で

はないものの標準飼料を給与した 1区が優れ， c pのみ
を低下させた2区， TDNとCpを低下させた3区の)1援

に劣る傾向が認められた.これは，日本飼養標準に示さ

れたCp要求量には安全率が見込まれていないため， 2

区及び3区では計算上充足していたアミノ酸がインバラ

ンスの状態になった可能性が考えられる.その結果，発

はアミノ酸要求最以上にアミノ酸の含まれた 1震に対

して2区がやや劣り，さらに3区ではTDNの低下によ

り劣ったものと思われる.また， 3区では肥育前期の l日

平均増体量が2区を下留ったものの，肥育後期では2区

を上思っている.これは，増体量の増加する肥育後期に，

供試豚が生理的にエネjレギー摂取最を増加させるために

飼料を過剰摂取したことが考えられ，その結果鋸料要求

率が2区と比較して劣ったものと思われる.

Chiba et al. 2，3)は低蛋白質飼料へのアミノ酸添加時には，

発育のためにエネルギー水準も上げる必要があると述べ

ており，単に厚賠対策としてのエネルギー水準の低下は

発育に有効で、ないと考えられる.

脂肪蓄積については，従来からアミノ酸を添加した低

叢自質館料の給与により枝肉が厚脂になる可能性が報

告 5，6，7，11，13)されていたが背脂紡の増加量については肥

育後期に3区が飼料の過剰摂取によると考えられる有意

な増加を示したものの，全期間では31R問に有意な差は

なかった.Kerr et al. 6)は低叢白質飼料の給与では，正味
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エネルギー備が高いうえに飼料要求率が低下するため，

余剰エネルギーが脂肪蓄積にまわることを報告している

が，本試験では2区にこの傾向は認められず，従来のア

ミノ駿バランスと比較して，1998年版B本飼養標準に基

づく飼料には厚脂を改善する効薬があるものと考えられる.

と体成緩についても，背脂訪厚はカタ及びセにはほと

んど葉がないが， 3区の背指肪の肥育後期における有意

な増加がコシの厚さとして現れたものと考えられる. し

かし，平均においては区間に有意差はなく，生体時にお

ける背脂肪の増加最と同様の結果となった.なお， 3区の

格付はコシの指坊が評価に影響したものと考えられる.

UNは，前報ll)や市}1I4)らの報告と同様に2区及び3

区で，低蛋白質館料を摂取した体重70kg持及び試験終了

時で有意に減少しており，館料中の蛋自質の利用性をよ

く反映していると考えられる.

飼料費については， TDNが問じであれば供試豚1頭

当たりの鰐料費は通常朗Jf.. ;j.と低蛋自質アミノ酸添加飼料

は変わらないが， TDNを3%低下させると鍋料原料の

コスト低減により朗料費は安くなるものの，校内成績が

劣るために，収益性に大きな差はないものと考えられる.

窒素排i世率については，従来の知見 7，10，11)と向様に肥

育前・中・後期ともに低蛋由貿錦料を給与した2芭及び

3区で有意に低下し，肥育前・中・後期を通じて標準銅

料である l 区に対して10%~14%程度の窒素排地低減率

であった.しかし，1993年版の司本飼養標準8)に基づく前

報 10)における低減率は，アミノ酸を添加したCP2%低

下銅料で4.4%~15% ， C P 4 %低下飼料で14.2%~ 

23.6%となっており，1998年版の本飼養標準9)に基づく

CP3%低下飼料の窒素排推率の低減効果は，前報を大

きく上回るものではなく，その原因は明らかにできな

かった.

また，エネルギー水準の影響については， 2区と 3区の

聞に有意義が認められておらず，アミノ酸添加低蛋白質

餌料におけるTDNの3%の低下は窒素排世に影響しな

いものと考えられた.

以上の結果から， C P を標準錦料から 3%低下さ

せ、新しいアミノ酸バランスに基づいたアミノ酸添加を

行った低蛋自質飼料は，発育，枝肉品質及び錦料単価に

悪影響を及ぼさず¥さらに標準飼料に対して輩素排准量

を1O~14%低減することができる可能性が示唆された.

なお，実用面での低蜜由貿館料の設計に当たっては， C 

P含量の安全率を考慮することが必要と考えられた.さ

らに，有意義はないものの銅料のTDN水準を下げた場

合，飼料要求率の低下と背脂肪厚の増加を招く可能性が

あるため注意が必要であると思われた.
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